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変
更
前
の
目
標
で
予
算
案
提
出

「
弁
護
団
が
提
出
し
た
書
類

で
は
、
大
統
領
と
検
察
庁
長

官
の
間
に
敵
対
関
係
が
あ
っ

た
と
結
論
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
」
と
の
見
解
を

示
し
、
捜
査
担
当
者
の
交
代

を
拒
否
し
た
。

　

同
判
事
は
同
時
に
、
検
察

庁
に
よ
る
テ
メ
ル
大
統
領
へ

の
告
発
は
政
治
上
、
司
法
上

の
手
続
き
を
し
っ
か
り
と
踏

ん
だ
も
の
で
、
そ
の
後
に
下

院
が
そ
の
告
発
の
受
け
入
れ

を
却
下
し
た
こ
と
も
同
様
に

手
続
き
を
踏
ん
だ
も
の
だ
と

の
見
解
を
添
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
同
弁
護
士
が
、
検

察
庁
が
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ

チ
ス
タ
氏
の
デ
ラ
ソ
ン
を
受

け
入
れ
た
の
は
、
元
検
察
員

の
マ
ル
セ
ロ
・
ミ
レ
ー
ル
氏

が
、
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
氏
が
社

主
を
務
め
る
Ｊ
＆
Ｆ
グ
ル
ー

プ
の
顧
問
弁
護
士
に
な
っ
た

か
ら
だ
と
の
主
張
に
対
し
て

も
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
告
発

の
中
身
が
変
わ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

マ
リ
ス
弁
護
士
は
フ
ァ
キ

ン
判
事
の
見
解
に
不
服
を
示

し
、
控
訴
を
行
う
つ
も
り
だ

と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
８
月
３
０
日
に
開
か
れ
た
上
下
両
院
の
合
同
本
会
議
は
、
１
１
時

間
に
及
ぶ
議
論
の
後
、
２
０
１
７
年
と
１
８
年
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
政
府
目
標

を
、
１
５
９
０
億
レ
ア
ル
ま
で
の
赤
字
に
引
き
上
げ
る
た
め
の
政
府
案
を
採
決
す

る
た
め
に
必
要
な
出
席
議
員
数
が
足
り
な
い
ま
ま
、
８
月
３
１
日
の
明
け
方
に
終

了
し
た
と
、
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

礎
的
収
支
を
そ
れ
ぞ
れ
、

１
３
９
０
億
レ
（
１
７
年
）、

１
２
９
０
億
レ
（
１
８
年
）

以
内
に
収
め
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
、
税
収
が

想
定
し
た
よ
り
も
伸
び
ず
、

目
標
達
成
が
難
し
く
な
っ
た

と
し
て
、
政
府
側
は
１
７
年

も
１
８
年
も
赤
字
限
度
額
を

１
５
９
０
億
レ
に
変
更
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　

３
０
日
の
本
会
議
は
午
後

４
時
半
に
始
ま
っ
た
。
ま
ず

議
員
た
ち
は
、
変
更
案
の
分

析
の
前
に
テ
メ
ル
大
統
領
に

よ
っ
て
出
さ
れ
た
拒
否
権
に

つ
い
て
議
論
し
、
多
く
は
そ

の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
午
後

１
０
時
５
分
に
、
上
下
両
院

の
議
員
た
ち
は
、
基
礎
的
財

政
収
支
の
赤
字
に
つ
い
て
の

議
論
を
開
始
し
た
。

　

日
付
が
変
わ
っ
て
、
８
月

３
１
日
の
午
前
０
時
４
９
分

に
変
更
案
が
１
度
は
承
認
さ

れ
る
も
、
野
党
側
が
出
席
人

数
の
確
認
を
求
め
る
な
ど
し

て
投
票
は
や
り
直
し
に
な
っ

た
。

　

８
月
３
１
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
に
よ
る
と
、
米
国
の

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
企
業
ユ
ー

ラ
シ
ア
が
、
１
８
年
の
伯
国

大
統
領
選
に
関
し
、
ジ
ェ
ラ

ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知

事
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
を
昨
年
の
大
統
領
選
に

敗
れ
た
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン

　

大
幅
に
遅
れ
て
の
変
更
案

承
認
の
後
、
今
度
は
修
正

動
議
の
個
別
採
決
を
行
っ
た

が
、
二
つ
が
終
わ
ら
な
い
内

に
、
採
決
成
立
の
た
め
の
定

員
２
５
７
人
を
割
り
こ
ん
で

し
ま
っ
た
た
め
、
午
前
３
時

４
０
分
に
、
エ
ウ
ニ
シ
オ
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
上
院
議
長
は

本
会
議
を
終
了
し
た
。

　

深
夜
に
各
上
議
た
ち
に
直

接
電
話
ま
で
し
て
、
定
数
確

保
に
躍
起
に
な
っ
た
が
、
そ
れ

を
果
た
せ
な
か
っ
た
上
院
政

府
リ
ー
ダ
ー
の
ロ
メ
ロ
・
ジ
ュ

カ
上
議
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
は
、「
１
８
年
予

算
は
一
旦
、
期
限
内
に
提
出

し
、赤
字
限
度
の
変
更
を
待
っ

て
調
整
を
行
う
。
何
も
問
題

は
な
い
。
我
々
は
政
治
的
に

負
け
た
の
で
は
な
く
、
体
力

出
席
議
員
の
定
数
不
足
で

　

ま
た
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
は

そ
の
一
方
で
、
８
月
２
９
日

に
検
察
庁
か
ら
送
付
さ
れ
た

フ
ナ
ロ
被
告
の
デ
ラ
ソ
ン
に

関
し
、
再
調
整
し
て
提
出
し

な
お
す
よ
う
求
め
た
。

　

こ
れ
は
、
司
法
取
引
に
関

す
る
契
約
書
の
条
項
中
、
フ

ナ
ロ
氏
自
身
へ
の
告
発
に
関

す
る
部
分
で
同
判
事
が
疑
問

に
感
じ
た
点
が
あ
っ
た
た
め

だ
と
い
う
。
司
法
取
引
契
約

上
の
微
調
整
は
、
フ
ァ
キ
ン

判
事
の
前
任
報
告
官
だ
っ
た

故
テ
オ
リ
・
ザ
ヴ
ァ
ス

キ
判
事
が
他
の
被
告

の
デ
ラ
ソ
ン
を
了
承

す
る
際
も
複
数
回
繰

り
返
さ
れ
た
行
為
だ
。

　

検
察
庁
は
８
月

３
０
日
夜
か
ら
、
早

速
、
そ
の
調
整
に
か

か
っ
て
い
る
。
そ
れ

ン
・
プ
レ
ミ
ア
ー
ダ
）
は
、

微
調
整
が
必
要
だ
と
し
て
差

し
戻
さ
れ
た
。
８
月
３
１
日

付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
の
弁
護
士

で
あ
る
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ク
ラ

ウ
ジ
オ
・
マ
リ
ス
・
デ
・
オ

リ
ヴ
ェ
イ
ラ
氏
は
、
８
月
８

日
に
最
高
裁
へ
、
ジ
ャ
ノ
ー

長
官
は
「
追
及
へ
の
個
人
的

な
執
念
の
あ
ま
り
、
憲
法
が

定
め
る
権
限
の
範
囲
を
超
え

て
し
ま
っ
た
」
と
し
、
捜
査

担
当
者
の
交
代
を
申
し
入
れ

て
い
た
。

　

だ
が
、
フ
ァ
キ
ン
判
事
は

　

連
邦
最
高
裁
の
エ
ジ
ソ

ン
・
フ
ァ
キ
ン
判
事
が
８
月

２
９
日
に
、
テ
メ
ル
大
統
領

側
弁
護
団
が
出
し
て
い
た
、

ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー
連
邦

検
察
庁
長
官
を
自
身
に
対
す

る
捜
査
の
担
当
か
ら
外
す
よ

う
に
求
め
た
請
求
を
退
け
る

決
断
を
下
し
た
こ
と
が
、
８

月
３
０
日
に
明
ら
か
に
な
っ

た
。
だ
が
そ
の
一
方
、
検
察

庁
が
８
月
２
９
日
に
送
付
し

た
、
テ
メ
ル
氏
に
ま
つ
わ
る

疑
惑
も
含
ま
れ
て
い
る
と
見

ら
れ
る
ル
シ
オ
・
フ
ナ
ロ
被

告
の
報
奨
付
供
述
（
デ
ラ
ソ

「
告
発
は
憲
法
の
範
囲
内
」

Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
ブ
ラ
ジ
ル
が
敗
訴

フ
ナ
ロ
の
デ
ラ
ソ
ン
は
再
提
出
に

更
案
が
正
式
に
議
会
を
通
過

し
な
か
っ
た
た
め
、
政
府
は

３
１
日
に
２
０
１
８
年
度
の

連
邦
基
本
予
算
法（
Ｌ
Ｄ
Ｏ
）

を
、
基
礎
的
収
支
の
赤
字
許

容
額
１
２
９
０
億
レ
以
内
と

い
う
、
変
更
前
の
数
字
の
ま

ま
で
提
出
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
っ
た
。

　

８
月
１
７
日
に
政
府
か
ら

出
さ
れ
た
変
更
案
は
、
野
党

か
ら
強
く
批
判
さ
れ
た
。
野

党
は
本
会
議
自
体
を
延
期
さ

せ
る
た
め
に
、
何
度
も
異
議

の
申
し
立
て
や
、
投
票
の
や

り
直
し
を
請
求
し
た
り
し
て

本
会
議
を
長
引
か
せ
た
上
、

出
席
議
員
を
減
ら
し
た
り
、

採
決
成
立
の
定
数
に
届
か
な

く
さ
せ
た
り
し
て
、
変
更
動

議
の
審
議
は
先
送
り
さ
せ
た
。

　

本
来
、
１
７
年
と
１
８

年
の
財
政
目
標
は
、
基

ファキン判事
（Marcelo Camargo/EBC/
FotosPúblicas）

１１時間に及ぶ討議の末、上下両院本会議は５日に
再開となった。(Marcelo Camargo/Agência Brasil)

「
変
更
後
に
調
整
す
る
」と
ジュ
カ

的
に
負
け
た
だ
け
。
４
０
人

に
及
ぶ
与
党
側
議
員
が
、
深

夜
に
及
ん
だ
議
会
に
出
席
で

き
ず
、
採
決
成
立
の
た
め
に

必
要
な
規
定
の
出
席
人
数
に

届
か
な
か
っ
た
だ
け
の
事
だ
」

と
語
っ
た
。

ト
ン
氏
に
喩
え
た
。
曰
く
、

「
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
が
ア
ウ
キ
ミ
ン

氏
を
候
補
に
す
れ
ば
、
対
立

候
補
が
拒
絶
率
の
高
い
相
手

で
も
勝
た
せ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
」
と
の
こ
と
。
拒

絶
率
が
高
い
候
補
と
は
ル
ー

ラ
氏
を
指
す
が
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
は
、
仮
に
ル
ー
ラ
氏
が
大

統
領
に
当
選
し
て
も
市
場
に

は
そ
こ
ま
で
影
響
は
し
な
い

と
い
う
。
市
場
に
最
も
影
響

す
る
の
は
、「
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
市
市
長
が
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
の
候
補
で
あ
れ
、
他
党
の

候
補
で
あ
れ
、
出
馬
を
し
な

い
場
合
だ
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

そ
の
ア
ウ
キ
ミ
ン
知
事
の

聖
州
政
府
が
管
轄
す
る
聖
市

地
下
鉄
が
８
月
３
０
日
、
同

月
内
の
開
通
を
予
定
さ
れ
て

い
た
５
号
線
の
新
駅
（
ア
ウ

ト
・
ダ
・
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ

と
ボ
ル
バ
・
ガ
ッ
ト
、ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
３
駅
）
の
開
通
を

９
月
に
延
期
す
る
と
発
表
し

た
。
地
下
鉄
側
は
そ
の
理
由

を
「
駅
内
の
制
御
シ
ス
テ
ム

の
テ
ス
ト
が
終
了
し
て
い
な

い
た
め
」
と
し
た
。
開
通
日

は
「
９
月
」
と
さ
れ
た
が
具

体
的
な
日
に
ち
は
あ
げ
ら
れ

て
い
な
い
。
今
度
こ
そ
、
予

定
通
り
に
開
通
す
る
と
思
わ

れ
て
い
た
の
だ
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
市
議
会
は
８
月
３
０

日
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
、

サ
ッ
カ
ー
・
ス
タ
ジ
ア
ム
も

含
む
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
複
合
施

設
の
民
営
化
に
関
す
る
投
票

を
行
い
、
４
２
対
１
２
で
承

認
し
た
。
正
式
に
民
営
化
が

決
ま
る
ま
で
に
は
、
あ
と
数

回
、
議
会
で
の
承
認
が
必
要

だ
が
、
１
１
月
に
は
入
札
開

始
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
を
め
ぐ
っ

て
は
、
す
で
に
五
つ
の
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
入
札
の
意
志

を
表
明
し
て
い
る
と
い
う
。

　

連
邦
大
学
へ
の
予
算
が
、

こ
こ
３
年
で
合
計
し
て
約
３
４
億
レ
ア
ル
も
削
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
８

月
３
１
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
、
教

育
省
の
デ
ー
タ
と
国
土
地

理
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
の

イ
ン
フ
レ
率
を
考
慮
に
入

れ
て
作
成
し
た
資
料
に
よ

る
と
、
２
０
１
４
年
は

１
０
７
億
２
千
万
レ
ア
ル
割

か
れ
て
い
た
連
邦
大
学
へ
の

国
の
予
算
は
、
１
７
年
に
は

７
３
億
４
千
万
レ
ア
ル
へ
と
、

３
３
億
８
千
万
レ
ア
ル
下

が
っ
た
と
い
う
。

　

投
資
予
算
だ
け
見
る
と
、

今
年
の
予
算
は
１
４
億
レ

ア
ル
で
、
３
７
億
レ
ア
ル

だ
っ
た
１
４
年
の
半
分
以

下
だ
。
大
学
側
に
よ
る
日

常
経
費
支
出
も
、
同
じ
く

７
０
億
２
千
万
レ
ア
ル
か

ら
５
８
億
９
千
万
レ
ア
ル
に

１
６
％
ダ
ウ
ン
し
た
と
い
う
。

　

連
邦
大
学
へ
の
予
算
が
イ

ン
フ
レ
率
や
学
生
の
増
加
率

に
あ
わ
せ
て
調
整
さ
れ
た
の

は
、
１
４
年
が
最
後
だ
と
い

う
。
同
件
に
つ
い
て
連
邦
政

府
は
、「
前
政
権
が
選
挙
年

だ
っ
た
２
０
１
４
年
に
大
幅

に
予
算
を
増
や
し
た
の
が
原

因
だ
。
今
年
の
予
算
は
、
過

去
２
年
間
の
実
績
を
基
に
下

し
た
、
よ
り
現
実
的
な
も
の

だ
」
と
釈
明
し
て
い
る
。

　

政
府
に
よ
る
と
、
１
６

年
の
通
常
経
費
の
予
算
は

１
３
億
８
千
万
レ
ア
ル
で
、

前
年
の
１
３
億
８
千
万
レ

ア
ル
を
上
回
っ
て
い
る
な

ど
、「
年
次
の
財
政
法
の

見
直
し
で
、
政
府
支
出
は

年
々
上
が
っ
て
い
る
」
と
い

う
。
今
年
も
投
資
へ
の
予

算
は
１
４
億
４
千
万
レ
ア

ル
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
実

際
に
払
い
出
さ
れ
た
の
は

２
億
８
１
０
０
万
レ
ア
ル
の

み
だ
と
い
う
。

　

ま
た
大
学
側
は
「
予
算
不

測
は
１
５
年
に
は
じ
ま
っ
た

が
、
今
年
は
最
悪
だ
。
契
約

金
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

金
額
そ
の
他
は
上
が
っ
た
の

に
、
予
算
は
一
向
に
増
え
な

い
。
こ
れ
で
は
質
の
よ
い
教

育
が
提
供
で
き
な
く
な
る
」

と
、
聖
州
連
邦
大
学
の
ソ
ラ

ヤ
・
ス
マ
イ
リ
教
授
は
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。

　

８
月
３
０
日
に
世
界
貿
易

機
構
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
が
、
伯
国

が
行
っ
て
き
た
工
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
七
つ
を
国
際
貿
易

の
原
則
に
反
し
て
い
る
と
判

断
し
た
事
で
、
外
務
省
や
商

工
開
発
省
な
ど
が
控
訴
す
る

意
向
だ
と
８
月
３
０
、３
１

日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト
が
報

じ
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
不
当
と
み
な
し

た
の
は
、
自
動
車
、
情
報
処

理
、
通
信
機
器
な
ど
の
戦

略
的
な
分
野
へ
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
欧
州
や
日
本
が

１
３
年
か
ら
国
際
貿
易
の
原

則
に
反
す
る
と
し
て
訴
え
て

い
た
も
の
だ
。 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は

９
０
日
以
内
に
全
て
の
補
助

を
撤
回
す
る
よ
う
命
じ
た
。

　

不
当
と
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
例
は
、
自
動
車

産
業
保
護
策
の
イ
ノ
ヴ
ァ

ル
・
ア
ウ
ト
だ
。
同
政
策
で

は
、
国
内
生
産
車
は
国
産
部

品
を
一
定
量
以
上
使
う
事
を

定
め
た
上
、
調
査
・
開
発
に

力
を
入
れ
る
企
業
へ
の
工
業

製
品
税
（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
一
部

還
元
な
ど
の
支
援
策
を
と
っ

て
い
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
る
今
年
の
税
収
減
は
、

５
億
９
０
６
０
万
レ
と
み
ら

れ
て
い
る
。
同
政
策
は
今
年

一
杯
で
終
了
し
、
控
訴
な
ど

で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
判
決
適
用
開

始
が
遅
れ
れ
ば
、
影
響
は
出

な
い
。

　

情
報
処
理
関
連
機
器
の
開

発
や
生
産
、
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
連
邦
税
の
減
免
税

を
定
め
た
レ
イ
・
ダ
・
イ

ン
フ
ォ
ル
マ
チ
カ
（
情
報

処
理
法
）
も
、
国
内
産
業

保
護
策
の
一
つ
と
み
な
さ

れ
た
。
今
年
の
税
収
減
は

５
９
億
７
５
６
０
万
レ
に
上

る
見
込
み
だ
。

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
の
製

造
部
門
支
援
策
の
Ｐ
ａ
ｄ
ｉ

ｓ
と
、
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
製
造

部
門
支
援
策
の
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｖ
Ｄ

は
、
部
品
や
部
品
製
造
用
の

機
器
購
入
時
の
Ｉ
Ｐ
Ｉ
と
、

製
品
販
売
時
の
社
会
統
合
基

金
／
社
会
保
険
融
資
納
付
金

（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）

を
免
除
す
る
。
Ｐ
ａ
ｄ
ｉ
ｓ

に
よ
る
今
年
の
免
税
額
は

１
億
５
６
６
０
万
レ
の
見
込

み
。
な
お
、
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ｖ
Ｄ
は

既
に
終
了
し
て
い
る
。

　

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
い
っ
た
情
報
処
理
機
器
販

売
時
の
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ

ｎ
ｓ
免
税
策
（
デ
ジ
タ
ル
統

合
法
）
も
、
既
に
適
用
期
間

が
終
了
し
た
。

　

製
品
の
半
分
以
上
を
輸
出

す
る
企
業
の
部
品
購
入
や
製

品
販
売
と
、
同
条
件
で
資
本

財
を
販
売
す
る
企
業
へ
の
Ｉ

Ｐ
Ｉ
や
Ｐ
Ｉ
Ｓ
／
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ

ｎ
ｓ
免
除
を
決
め
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ

と
Ｒ
ｅ
ｃ
ａ
ｐ
も
違
法
と
さ

れ
た
。
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ

る
免
税
額
は
非
公
開
だ
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
保
護
主
義
政
策

と
み
な
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
再
来
年
ま
で
の
税
減
収

額
は
２
１
０
億
レ
に
上
る
。

全
国
工
業
連
合
（
Ｃ
Ｎ
Ｉ
）

は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
判
決
の
影
響

が
大
き
い
の
は
、
自
動
車
、

電
子
電
気
機
器
、
金
属
加
工

業
、
紙
・
セ
ル
ロ
ー
ル
の
諸

分
野
と
見
て
い
る
。
外
務
省

や
商
工
開
発
省
は
既
に
控
訴

す
る
準
備
に
入
っ
て
い
る
。

　

国
連
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ

シ
ョ
ン
（
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ

ｈ
）
で
、
１
３
年
間
ハ
イ

チ
に
駐
留
し
た
伯
軍
が
８
月

３
０
日
に
、
最
後
の
巡
回
警

備
を
行
っ
た
と
８
月
３
１
日

付
伯
字
紙
各
紙
が
報
じ
た
。

　

巡
回
は
シ
テ
・
ソ
レ
イ

ユ
（
Ｃ
Ｓ
）
と
い
う
１
５
万

人
（
３
０
万
人
と
報
ず
る
メ

デ
ィ
ア
も
）
が
住
む
ス
ラ
ム

で
行
わ
れ
た
が
、
伯
軍
は
６

月
に
警
備
拠
点
を
ハ
イ
チ
警

察
に
引
き
渡
し
て
お
り
、
今

回
の
巡
回
は
報
道
陣
向
け
の

形
式
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　

Ｃ
Ｓ
の
治
安
は
安
定
し
て

い
る
が
、
ま
だ
危
険
地
帯
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
記
者
た

ち
に
は
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
や
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
同
地
域
の
貧
困
は

凄
ま
じ
く
、
衛
生
状
態
も
悪

い
。
多
く
の
大
人
に
は
職
が

な
く
、
子
供
た
ち
は
、
外
国

人
と
見
る
と
、
お
金
や
食
べ

物
を
ね
だ
っ
た
。

　

軍
施
設
で
清
掃
員
と
し
て

働
き
、
ポ
語
を
解
す
る
ル

ベ
ー
ル
さ
ん
は
、
伯
軍
が
撤

退
し
た
ら
問
題
が
再
発
す
る

の
で
は
と
語
っ
た
。
軍
撤
退

に
よ
り
職
を
失
い
、
朝
か
ら

何
も
口
に
し
て
い
な
い
と
語

る
同
氏
は
、
兄
弟
を
頼
り
、

１
１
月
に
伯
国
移
住
す
る
つ

も
り
だ
。
巡
回
中
、
人
々
は

お
お
む
ね
伯
人
に
対
し
て
親

近
感
を
示
し
た
が
、
敵
意
を

示
す
人
々
も
い
た
。

　

駐
留
の
伯
軍
９
５
０
人
の

内
、
８
５
％
は
９
月
１
５
日

ま
で
に
撤
退
す
る
。
１
０
月

１
５
日
に
は
、
警
察
を
訓
練

し
、
司
法
の
質
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
、
よ
り
小
規
模
な

任
務
に
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｈ

は
代
替
さ
れ
る
。

　

調
査
機
関
イ
ガ
ラ
ペ
の
代

表
者
ロ
ベ
ル
ト
・
ム
ガ
ー
さ

ん
は
、「
伯
軍
を
始
め
と
す

る
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｈ
が
ハ

イ
チ
復
興
に
果
た
し
た
役
割

は
大
き
い
。
し
か
し
、
多
国

籍
か
ら
な
る
国
連
軍
の
一
部

兵
士
が
起
こ
し
た
幼
女
陵
辱

事
件
は
、
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ

ｈ
の
汚
点
」
と
語
っ
た
。

　

任
務
最
終
日
と
な
る
８
月

３
１
日
に
は
、ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ

ン
グ
マ
ン
国
防
相
も
出
席
し

て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

財政目標変更成立ならず
　

本
会
議
で
は
、
１
７
、１

８
両
年
の
予
算
に
お
け
る
目

標
変
更
の
基
本
案
（
以
下
、

「
変
更
案
」）
は
承
認
さ
れ

た
が
、
修
正
動
議
の
分
析
が

終
わ
ら
ず
、
５
日
に
審
議
再

開
と
な
っ
た
。

　

毎
年
、
８
月
３
１
日
は

政
府
が
議
会
に
来
年
度
予
算

案
を
提
出
す
る
期
限
だ
。
変

連
邦
大
学
の
予
算
が
激
減

３
年
で
約
３
４
億
レ
の
削
減

工
業
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
７
つ
で

連邦政府
ファキン最高裁判事
「
テ
メ
ル
の
捜
査
は
ジ
ャ
ノ
ー
で
」

（２）２０１７年 第４８３０号 ９月 １日 （金曜日）

駐
留
伯
軍
最
後
の
巡
回
警
備

１
３
年
の
当
地
で
の
活
動
に
幕

ハ イ チ

が
再
提
出
さ
れ
れ
ば
、
フ
ァ

キ
ン
判
事
は
フ
ナ
ロ
被
告
を

招
集
し
、
供
述
が
自
発
的
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す

る
。そ
れ
が
確
認
さ
れ
次
第
、

デ
ラ
ソ
ン
は
了
承
さ
れ
る
見

込
み
で
、
そ
の
内
容
を
受
け

て
ジ
ャ
ノ
ー
長
官
が
告
発
の

準
備
に
入
る
こ
と
と
な
る
。

　

ジ
ャ
ノ
ー
長
官
の
任
期
は

１
７
日
ま
で
だ
が
、
テ
メ
ル

大
統
領
再
告
発
は
９
月
７
日

よ
り
前
に
行
わ
れ
る
と
の
見

方
が
広
ま
り
始
め
て
い
る
。
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世せ

界か
い

と
繋つ

な

が
る
ウ
ル
ク
ン
チ
ュ

結け
っ

束そ
く

の
秘ひ

密み
つ

は
門む

ん

中ち
ゅ
う

に
あ
り

か
出

し
ゅ
っ

席せ
き

者し
ゃ

は
焼

し
ょ
う

香こ
う

に
列れ

つ

を
成な

し
た
。
続つ

づ

い
て
、
正

し
ょ
う

午ご

か
ら

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
移う

つ

っ
た
。

挨あ
い

拶さ
つ

に
立た

っ
た
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは

同ど
う

字あ
ざ

人じ
ん

の
移い

民み
ん

史し

を
振ふ

り
返か

え

け
ど
、
屋や

号ご
う

を
調し

ら

べ
た
ら
当と

う

地ち

に
４
０
０
世せ

帯た
い

も
親し

ん

戚せ
き

が
い
た
」

と
嬉う

れ

し
い
驚お

ど
ろ
き
を
上あ

げ
た
。

　
「
ハ
ワ
イ
移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

は
古ふ

る

く
、
四よ

ん

世せ
い

の
子こ

供ど
も

た
ち
は
英え

い

語ご

し
か
話は

な

さ
ず
、
混こ

ん

血け
つ

化か

も
進す

す

ん

で
い
る
。
一い

っ

世せ
い

や
二に

世せ
い

も
亡な

く

な
り
、
話は

な
し
を
聞き

け
る
人ひ

と

も
い
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と

語か
た

る
。
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
節ふ

し

目め

に
「
一い

ち

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

を
残の

こ

し
た
い
」

と
家か

族ぞ
く

と
相そ

う

談だ
ん

し
た
上う

え

で
、
参さ

ん

加か

し
た
と
い
う
。

　
「
今こ

ん

後ご

は
、
沖お

き

縄な
わ

に
行い

っ
て

調し
ら

べ
る
べ
き
こ
と
も
出で

て
き
ま

し
た
。
自じ

分ぶ
ん

の
ル
ー
ツ
を
ど
う

し
て
も
知し

り
た
い
か
ら
」
と
遠と

お

く
見み

つ
め
た
。

　
「
当と

う

時じ

は
貧ま

ず

し
く
、
耕こ

う

地ち

を

分ぶ
ん

割か
つ

す
る
と
さ
ら
に
貧ま

ず

し
く

な
っ
た
。
だ
か
ら
富と

み

を
築き

ず

く
た

め
海か

い

外が
い

移い

住じ
ゅ
うが
勧す

す

め
ら
れ
た
ん

で
す
」―
。
そ
う
証

し
ょ
う

言げ
ん

す
る
の
は
、

高た
か

良ら

忠ち
ゅ
う

清せ
い

顧こ

問も
ん

（
８
０
）
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
同ど

う

字あ
ざ

人じ
ん

に
と
って

移い

民み
ん

は
切せ

つ

実じ
つ

な
問も

ん

題だ
い

だ
っ
た
。

同ど
う

字あ
ざ

人じ
ん

は
、
ハ
ワ
イ
、
伯は

っ

国こ
く

、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
南な

ん

洋よ
う

諸し
ょ

島と
う

へ
と
移い

住じ
ゅ
う。「
戦せ

ん

前ぜ
ん

早そ
う

期き

に
は

在ざ
い

外が
い

字あ
ざ

人じ
ん

か
ら
の
送そ

う

金き
ん

が
村む

ら

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うの
３
割わ

り

近ち
か

く
を
占し

め

た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
語か

た

り
、

紐ち
ゅ
う
た
い帯
の
強つ

よ

さ
を
偲し

の

ば
せ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
。

高た
か

良ら

さ
ん
の
祖そ

父ふ

は
、

１
９
１
７
年ね

ん

渡と

伯は
く

。
コ
ロ
ノ
や

鉄て
つ

道ど
う

工こ
う

夫ふ

と
し
て
働は

た
ら

く
も
、
マ

ラ
リ
ア
を
患わ

ず
ら

い
２
７
歳さ

い

で
病

び
ょ
う

死し

。
日に

本ほ
ん

に
残の

こ

さ
れ
た
父ち

ち

は

曾そ

祖う
そ

母ぼ

に
育そ

だ

て
ら
れ
た
が
、
移い

住じ
ゅ
う

先さ
き

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦せ

ん

死し

し

た
と
い
う
。

在ざ
い

伯は
く

同ど
う

字あ
ざ

人じ
ん

会か
い

と
の
交こ

う

流
り
ゅ
う

は
、
２
５
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う

前ま
え

に
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

旗き

優ゆ
う

勝し
ょ
う

杯は
い

を
持も

っ
て
、
ビ
ラ
・

り
、「
多お

お

く
の
苦く

難な
ん

と
失し

つ

望ぼ
う

に

も
関か

か
わ

ら
ず
、
先せ

ん

駆く

者し
ゃ

は
大お

お

き

な
決け

つ

意い

、
忍に

ん

耐た
い

力り
ょ
く、
自じ

尊そ
ん

心し
ん

で
困こ

ん

難な
ん

を
克こ

く

服ふ
く

し
、
今こ

ん

日に
ち

の

社し
ゃ

会か
い

の
強

き
ょ
う

固こ

な
基き

盤ば
ん

を
築き

ず

き

上あ

げ
た
」
と
深し

ん

甚じ
ん

な
る
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
示し

め

し
た
。

　

そ
の
上う

え

で
、「
ウ
ル
ク
・
タ
バ

ル
ン
チ
ュ
の
移い

民み
ん

が
持も

っ
て
き
た

習し
ゅ
う

慣か
ん

を
引ひ

き

継つ

ぎ
、
ゆ
い
ま
ー

る
と
い
ち
ゃ
り
ば
ち
ょ
ー
で
ー

の
精せ

い

神し
ん

で
、
一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

社し
ゃ

会か
い

に

貢こ
う

献け
ん

す
る
義ぎ

務む

が
あ
る
」
と
襟え

り

元も
と

を
正た

だ

し
、
次つ

ぎ

な
る
２
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

へ
の
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。

　

式し
き

典て
ん

で
は
、
照て

る

屋や

武た
け

吉き
ち

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
上う

え

原は
ら

テ
リ
オ
実じ

っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うほ
か
、
上う

え

原は
ら

直た
だ
し

字あ
ざ

小お

禄ろ
く

自じ

治ち

会か
い

長ち
ょ
う、
與よ

儀ぎ

進し
ん

榮え
い

字あ
ざ

田た

原ば
る

自じ

治ち

会か
い

長ち
ょ
う、
高た

か

良ら

忠ち
ゅ
う

清せ
い

字あ
ざ

小お

禄ろ
く

財ざ
い

産さ
ん

管か
ん

理り

運う
ん

営え
い

会か
い

顧こ

問も
ん

、

高た
か

良ら

ハ
ワ
ー
ド
小お

禄ろ
く

字あ
ざ

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う

代だ
い

理り

ら
が
祝

し
ゅ
く

辞じ

を
述の

べ
た
。

　

来ら
い

賓ひ
ん

や
８
５
歳さ

い

以い

上じ
ょ
う

の

照て
る

屋や

、
金か

な

城し
ろ

、
与よ

儀ぎ

の
５
姓せ

い

で

ほ
ぼ
占し

め
ら
れ
る
た
め
、
門む

ん

中
ち
ゅ
う

や
屋や

号ご
う

に
よ
っ
て
親し

ん

族ぞ
く

か
ど
う

か
が
区く

別べ
つ

さ
れ
る
と
い
う
。

今こ
ん

回か
い

、
一い

ち

族ぞ
く

の
歴れ

き

史し

を
知し

る

た
め
初は

つ

渡と

伯は
く

し
た
と
い
う
ハ
ワ

イ
移い

民み
ん

の
照て

る

屋や

シ
ン
チ
ャ
・
チ
ュ

ン
さ
ん
（
５
８
、
三さ

ん

世せ
い

）
は
、

門む
ん

中ち
ゅ
うを
手て

が
か
り
に
親し

ん

族ぞ
く

と
の

繋つ
な

が
り
を
強つ

よ

め
た
一ひ

と

人り

だ
。

　
「
祖そ

父ふ

の
弟

お
と
う
とが
ブ
ラ
ジ
ル
に
移い

民み
ん

し
て
き
た
こ
と
は
知し

って
い
た

カ
ロ
ン
や
カ
ー
ザ
・
ベ
ル
デ
で

野や

球き
ゅ
うや
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試し

合あ
い

を
行

お
こ
な

っ
た
の
が
き
か
っ
け
。「
伯は

っ

国こ
く

に
は
従い

兄と

弟こ

が
１
４
人に

ん

。

日に

本ほ
ん

よ
り
も
親し

ん

戚せ
き

が
多お

お

い
ん
で

す
よ
」
と
語か

た

り
、
国こ

っ

境き
ょ
うを
越こ

え

た
繋つ

な

が
り
の
強つ

よ

さ
を
物も

の

語が
た

る
。

　
「
昔む

か
し

の
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
が
そ

の
ま
ま
残の

こ

っ
て
い
て
、
大た

い

変へ
ん

立り
っ

派ぱ

。
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
は
大お

と
な人
し

く
、
権け

ん

利り

意い

識し
き

を
持も

た
な
い
。

だ
か
ら
垣か

き

根ね

が
低ひ

く

く
現げ

ん

地ち

と

融ゆ
う

和わ

し
、
立り

っ

派ぱ

な
伯は

く

人じ
ん

と
し
て

認み
と

め
ら
れ
繁は

ん

栄え
い

し
て
い
る
。
こ

れ
が
成せ

い

功こ
う

の
も
と
な
ん
で
し
ょ

う
」
と
誇ほ

こ

ら
し
げ
に
語か

た

り
、
慶け

い

事じ

を
喜よ

ろ
こ
ん
だ
。

な
一い

ち

日に
ち

の
労ろ

う

働ど
う

を
終お

え
て
満ま

ん

月げ
つ

に
照て

ら
さ
れ
故ふ

る

郷さ
と

を
思お

も

い
涙な

み
だ
し

た
「
汗あ

し

水み
じ

節ぶ
し

」
な
ど
、
迫は

く

真し
ん

の
演え

ん

技ぎ

の
数か

ず

々か
ず

に
会か

い

場じ
ょ
うは
万ば

ん

雷ら
い

の
拍は

く

手し
ゅ

が
巻ま

き
起お

こ
っ
た
。

　

戦せ
ん

火か

や
抑よ

く

圧あ
つ

な
ど
筆ひ

つ

舌ぜ
つ

し

難が
た

い
苦く

難な
ん

を
乗の

り
越こ

え
て
、
力

ち
か
ら

強づ
よ

く
人じ

ん

生せ
い

を
歩あ

ゆ

ん
で
き
た
先せ

ん

人じ
ん

の
姿す

が
た
を
克こ

く

明め
い

に
描か

い
た
映え

い

像ぞ
う

と
と
も
に
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

國こ
く

祭ま
つ
り

太だ
い

鼓こ

が
圧あ

っ

巻か
ん

の
演え

ん

奏そ
う

を
見み

せ
る
と
、

涙な
み
だを
流な

が

し
た
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

が
後あ

と

を

立た

た
な
か
っ
た
。

　

先せ
ん

人じ
ん

の
お
陰か

げ

で
築き

ず

か
れ
た
平へ

い

和わ

や
豊ゆ

た

か
さ
を
コ
ー
ラ
ス
や
レ

キ
オ
ス
芸げ

い

能の
う

同ど
う

好こ
う

会か
い

に
よ
る
エ

イ
サ
ー
太た

い

鼓こ

、
現げ

ん

代だ
い

ダ
ン
ス
な

ど
で
見み

事ご
と

に
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

。「
島し

ま

唄う
た

」や

「
島し

ま

人ん
ち
ゅの
宝た

か
ら

」
の
名め

い

曲き
ょ
くと
と
も

に
連れ

ん

綿め
ん

と
続つ

づ

く
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ

の
心こ

こ
ろ
を
一ひ

と
つ
に
繋つ

な

い
だ
。

　

最さ
い

後ご

は
、
出

し
ゅ
つ

演え
ん

者し
ゃ

や
運う

ん

営え
い

を
支さ

さ

え
た
ス
タ
ッ
フ
全ぜ

ん

員い
ん

が
舞ぶ

台た
い

前ぜ
ん

方ぽ
う

に
集あ

つ

ま
っ
て
挨あ

い

拶さ
つ

し
、

参さ
ん

加か

者し
ゃ

と
入い

り
混ま

じ
っ
て
会か

い

場じ
ょ
うが
ま
さ
に
一い

っ

体た
い

と
な
っ
て
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
で
慶け

い

事じ

に
喜よ

ろ
こ

び
を

分わ

か
ち
あ
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
か

ら
「
ピ
ュ
〜
ッ
」
と
威い

勢せ
い

の
良よ

い
指ゆ

び

笛ぶ
え

が
響ひ

び

き
渡わ

た

る
な
か
、
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
うで
幕ま

く

を
下お

ろ
し
た
。

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
な
っ
た
歌か

舞ぶ

劇げ
き

、
い

わ
ば
独ど

く

自じ

の
「
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
うミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」
に
よ
っ
て
壮そ

う

大だ
い

に
描え

が

か

れ
た
。

　

た
っ
ぷ
り
２
時じ

間か
ん

。
な
か
で

も
、
移い

民み
ん

船せ
ん

に
乗の

り
込こ

む
際さ

い

の

家か

族ぞ
く

と
の
別わ

か

れ
を
演え

ん

じ
た
「
ハ

ワ
イ
節ぶ

し

」
や
、
コ
ロ
ノ
の
過か

酷こ
く

　

昼
ち
ゅ
う

食し
ょ
く

後ご

、
盛せ

い

大だ
い

に
行お

こ
な

わ
れ

た
芸げ

い

能の
う

祭さ
い

は
『
島し

ま

の
情な

さ

き
〜
心

こ
こ
ろ

繋つ
な

ぎ
百

ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

』
が
テ
ー
マ
。
お

よ
そ
３
０
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
つ

演え
ん

し
、
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

王お
う

朝ち
ょ
う

時じ

代だ
い

か
ら
一い

っ

世せ
い

紀き

に

及お
よ

ぶ
同ど

う

字あ
ざ

人じ
ん

の
移い

民み
ん

史し

や
未み

来ら
い

に
込こ

め
た
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
、
次じ

世せ

代だ
い

を
担に

な

う
若わ

か

い
世せ

代だ
い

琉り
ゅ
う

球き
ゅ
う

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
感か

ん

涙る
い

苦く

闘と
う

の
移い

民み
ん

史し

を
歌か

舞ぶ

で
再さ

い

現げ
ん

敬け
い

老ろ
う

者し
ゃ

６
８
人に

ん

、
二に

世せ
い

最さ
い

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

へ
の
記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
ほ
か
、
歴れ

き

代だ
い

会か
い

長ち
ょ
うへ

感か
ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うが
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。
鏡か

が
み

開び
ら

き
、
乾か

ん

杯ぱ
い

、
ケ
ー
キ
カ
ッ

ト
が
行お

こ
な

わ
れ
る
と
会か

い

場じ
ょ
う

は

祝し
ゅ
く

賀が

ム
ー
ド
で
熱ね

っ

気き

を
帯お

び
た
。

式し
き

典て
ん

に
は
、
沖お

き

縄な
わ

本ほ
ん

土ど

か

ら
４
３
人に

ん

、
ハ
ワ
イ
か
ら
８
人に

ん

の
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

を
迎む

か

え
、
ウ
ル
ク

ン
チ
ュ
の
紐ち

ゅ
う
た
い帯
の
強つ

よ

さ
を
伺う

か
が

わ

せ
た
。
そ
れ
を
支さ

さ

え
て
い
る
の

が
「
門む

ん

中ち
ゅ
う」
だ
。

門む
ん

中ち
ゅ
うと
は
、
始し

祖そ

を
同お

な

じ
く

す
る
父ふ

系け
い

の
血け

つ

縁え
ん

集し
ゅ
う

合ご
う

体た
い

を

意い

味み

し
、
同お

な

じ
姓せ

い

で
も
屋や

号ご
う

を

見み

れ
ば
血け

つ

縁え
ん

関か
ん

係け
い

に
あ
る
か
否い

な

か
が
区く

別べ
つ

で
き
る
。
当と

う

地ち

で
は

同ど
う

字あ
ざ

人じ
ん

の
苗

み
ょ
う

字じ

は
上う

え

原は
ら

、
高た

か

良ら

、

ハワイから駆
か

けつけた慶
けいしゅくだんいっこう

祝団一行

二
に

階
かい

席
せき

まで一
いっ

杯
ぱい

となった会
かいじょう

場

ケーキカットで節
ふし

目
め

を祝
いわ

い 鏡
かがみわ

割り

③ ④②①

⑤

200周
しゅう

年
ねん

に向
む

け絆
きずな

強
つよ

める
　　総

そう

勢
　ぜい

1200人
にん

で盛
せい

大
だい

に
　先

せん

駆
く

者
しゃ

への感
かん

謝
しゃ

を胸
むね

に心
こころ

繋
つな

ぐ百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

にー。ブラジル小
お

禄
ろく

田
た

原
ばる

字
あざ

人
じん

会
かい

（与
よ

儀
ぎ

昭
あけ

雄
お

会
かい

長
ちょう

）は、『移
い

民
みん

百
ひゃく

周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

』を８月
がつ

27日
にち

、聖
せい

市
し

内
ない

の客
はっ

家
か

会
かい

館
かん

で盛
せい

大
だい

に開
かい

催
さい

し、
およそ1200 人

にん

のウルクンチュが一
いち

堂
どう

に会
かい

した。一
いち

年
ねん

がかりで準
じゅん

備
び

された式
しき

典
てん

では、
一
いっ

世
せい

紀
き

の移
い

民
みん

史
し

を描
えが

く歌
か

舞
ぶ

劇
げき

が披
ひ

露
ろう

され、次
つぎ

なる200周
しゅう

年
ねん

に向
む

けて絆
きずな

を更
さら

に強
つよ

めた。

める
にに

乾
かん

杯
ぱい

に沸
わ

いた記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

小お

禄ろ
く

田た

原ば
る

字あ
ざ

人じ
ん

移い

住じ
ゅ
う

　
周し

ゅ
う

年ね
ん

原100
住

強めた。

　

小お

禄ろ
く

字あ
ざ

と
田た

原ば
る

字あ
ざ

は
、
旧

き
ゅ
う

小お

禄ろ
く

村そ
ん

の
一い

ち

部ぶ

で
、
現げ

ん

在ざ
い

の

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

那な

覇は

市し

に
位い

置ち

す

る
。
在ざ

い

伯は
く

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

有ゆ
う

志し

の
働は

た
ら

き
か
け
に
よ
り
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

に
対た

い

す
る
伯は

っ

国こ
く

渡と

航こ
う

禁き
ん

止し

が
撤て

っ

廃ぱ
い

さ
れ
た
１
９
１
７
年ね

ん

に
、
２
０
家か

族ぞ
く

３
９
人に

ん

が
移い

住じ
ゅ
うし
た
の
が
始は

じ

ま
り
。
そ
の

後ご

、
洪こ

う

水ず
い

の
よ
う
に
同ど

う

字あ
ざ

か

ら
移い

民み
ん

が
押お

し
寄よ

せ
た
。

　

そ
の
後ご

、
日に

ち

米べ
い

開か
い

戦せ
ん

前ま
え

の

４
１
年ね

ん

ま
で
に
４
８
４
人に

ん

が
移い

住じ
ゅ
う。
戦せ

ん

時じ

中ち
ゅ
う、
同ど

う

字あ
ざ

の
御う

嶽た
き

の

高た
か

台だ
い

に
南な

ん

西せ
い

諸し
ょ

島と
う

海か
い

軍ぐ
ん

航こ
う

空く
う

隊た
い

が
陣じ

ん

地ち

を
構こ

う

築ち
く

し
た
た
め
、

米べ
い

軍ぐ
ん

の
艦か

ん

砲ぽ
う

射し
ゃ

撃げ
き

を
受う

け
る
な

ど
激げ

き

戦せ
ん

地ち

と
化か

し
た
。
戦せ

ん

後ご

、

激げ
き

戦せ
ん

地ち

と
化か

し
た
字あ

ざ

小お

禄ろ
く

人じ
ん

口こ
う

の
お
よ
そ
３
割わ

り

渡と

伯は
く

ボ
リ
ビ
ア
か
ら
の
転て

ん

住じ
ゅ
う

組ぐ

み

も
併あ

わ

せ
５
３
２
人に

ん

が
移い

住じ
ゅ
うし
、

戦せ
ん

中ち
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

併あ
わ

せ
て
当と

う

時じ

の
人じ

ん

口こ
う

の
お
よ
そ
３
０
％
近ち

か

く
が

移い

住じ
ゅ
うし
た
と
い
う
。

　

同ど
う

字あ
ざ

人じ
ん

会か
い

は
、
ボ
リ
ビ
ア

か
ら
転て

ん

住じ
ゅ
うし
た
照て

る

屋や

弘ひ
ろ
し

氏し

を

中ち
ゅ
う

心し
ん

に
６
７
年ね

ん

に
発ほ

っ

足そ
く

。
現げ

ん

在ざ
い

、
子し

弟て
い

を
含ふ

く

め
５
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに
上の

ぼ

り
、ビ
ラ・カ
ロ
ン
、カ
ー

ザ
・
ベ
ル
デ
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
居き

ょ

住じ
ゅ
うし
、在ざ

い

伯は
く

沖お
き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
支し

柱ち
ゅ
うを
支さ

さ

え
て
い
る
。

①穀
こく

物
もつ

豊
ほう

作
さく

や豊
ほうじょう

穣を願
ねが

った「ミルク世
ゆ

界
が

報
ふ

」で舞
まい

を

披
ひ

露
ろう

した稚
ち

児
ご

ら。②痛
つう

切
せつ

な表
ひょうじょう

情を浮
う

かべ別
わか

れを演
えん

じ

た「ハワイ節
ぶし

」 。③一
いち

日
にち

の過
か

酷
こく

な労
ろう

働
どう

を終
お

えて故
ふる

郷
さと

を思
おも

い涙
なみだ

した「汗
あし

水
みじ

節
ぶし

」 。④動
どう

乱
らん

を乗
の

り越
こ

えた先
せん

人
じん

の姿
すがた

を太
たい

鼓
こ

で力
ちからづよ

強く表
あら

わした  琉
りゅうきゅうこくまつりだいこ

球國祭太鼓  。⑤最
さい

後
ご

は カチャーシー

に沸
わ

いた

花か

、
献け

ん

茶ち
ゃ

に
続つ

づ

き
、
追つ

い

悼と
う

の

言こ
と

葉ば

が
述の

べ
ら
れ
、
読ど

経き
ょ
うの
な

寺じ

稲い
な

場ば

ペ
ド
ロ
導ど

う

師し

に
よ
る
進し

ん

行こ
う

で
始は

じ

ま
っ
た
。
献け

ん

楽が
く

、
献け

ん

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

、
先せ

ん

亡ぼ
う

者し
ゃ

追つ
い

悼と
う

慰い

霊れ
い

法ほ
う

要よ
う

は
浄

じ
ょ
う

土ど

宗し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

（８）２０１７年 第４８３０号 ９月 １日 （金曜日）
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